







その他のタイトル <Research Notes>Funeral Rites of Han Peoples
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図3　遼張寧の墓の墓室の平，立面図
1．煉瓦で造った棺桶の床　2．石棺桶
3、天井を閉じた石　4．墓誌　5．墓誌の蓋
図4　朝陽の金馬令夫婦の墓の平面図
（墓室の後部が棺桶の床）
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図5　遼寧錦酉大臣1舗一号遼墓平面図
図6　鉄鈴金馬開父母の合葬墓の平，立面図
（1．墓誌　2．石函　3．釜，皿，盤）
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図7　朝陽金馬令夫婦の墓の石棺　骨灰缶
（口径11．5センチ高さ13．25センチ）
図8　北票柳条溝遼墓の構造及び随葬品の
　　分布図
1．骨灰，金，釘　2．陶器の壷　3、獣の歯　4．陶缶
5．大口の陶缶　6，7．白い磁器の大小の碗　8、白い石管
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台がないし，葬具もなく，唯骨灰が墓の真ん
中に置かれた⑯。もし，夫婦が皆火葬で，葬
具のない合葬は骨灰を墓室の左側に，右側⑰
に置かれた。金代になると，漢人の埋蔵に棺
桶を使わない現象が発見された⑬。
　前に述べた例のように「葬不用棺」の現象
は漢族の中小地主階層の中に普及したことで
はなく，多くの人々は死骨葬にしても，火葬
にしても，普通皆葬具を使った。葬具は木棺
と石棺の二つに大別でき，木棺の形が現代の
棺制と似ている。ある棺の蓋はアーチの形に
なった。多くは柏で作った。外に赤い色が塗
られた⑲。骨の埋蔵の石棺は大きく，厚い。
火葬では少し小さい。遼，金両代に変化がある。
遼代趨為幹の墓の石棺を，例えば，その石棺
は六つの青砂岩の石板で彫った。その中に骨
灰を入れた。棺身の周りに四神図を彫り，前
と下に仮門を彫り，左側に二人の侍吏が漢人
の服を着，疾壷を持っていた。右側に二人の
侍吏が胡服を着，きちんと立っていた⑳。こ
れを見れば，遼代に契丹人の墓葬の壁画と葬
具等は漢人の形像があった。漢人の墓葬の壁
画と葬具も契丹人の形像があった。金代馬令
夫婦合葬の石棺を例に，その棺体と棺の蓋は
別々に二つの緑砂岩で彫って，造り，その棺
蓋屋上の形を造った。棺内に陶缶二つを入れ，
別々に馬令夫婦の骨灰を入れた（図7）。骨灰
缶は実用品ではなく，特製の葬具であった⑳。
遼晩期，仏教を信じていた中，下層の漢人の
中に「墳蛍内，立経瞳」の俗が流行した。例
えば，遼張寧の墓は石棺の上に小型の石経瞳
を置いた（図3）。瞳身は八面の柱体であり，
全体に経文を彫った。それは穫卯と接し，棺
蓋の南部に立てられた⑳。その目的は李晟の
『為亡父母造瞳記』が書いたように，「特建尊
勝随羅尼瞳子一座於蛍内，亡過父母先亡等，
或在地獄，願速離三塗，若在人世，願福楽百
年⑳」。ある経瞳は墳塚のそばに建てられた，
「塵霜而万仁除災，影覆而四生離障⑳」。また，
「凡塵霜影覆，皆得生天」⑳。仏教信徒は亡
くなった親戚の祝福を表現した。
　これまでに葬服の保存が良い遼金の漢人の
墓葬を発見できないので，その葬服の大きさ
と用途が分からない。しかしながら，今まで
漢人の墓の中に未だ契丹族が特有の葬服，金
属面具，網の残跡は未だ発見できないと言う
ことがはっきり分かった。その為に，東北の
漢人は少なくとも遼代に未だ本民族の伝統の
葬服の習俗を保ったということが推測できる
かもしれない。
　遼，金時代，漢族の中小官僚，地主の墓葬
の随葬品の種類と数量は多くなかったが，そ
れは時代によって，差別がある。遼代に陶器
が多く見られ，時々特製の冥器であった。例
えば，寧城県山頭村四号遼墓随葬の一組の陶
製冥器は茶碗，盆，鉢，壷，皿，釜，ストーブ，
缶等が31件⑳あった。少ない墓は随葬実用物
を主に，例えば，遼昌暁符の墓の随葬の一組
の実用磁器⑳である；遼陽隆昌遼墓の随葬の
一組の繊製工具⑳があった。陶磁器の器型は
漢族の飲食器具を主に，たまにも契丹族は特
色があった鴻冠壷，鴻腿伝等器物が見られた。
そのほかに，よく見られた随葬品は貨幣であ
り，少ないのが何枚あり，多いのが何十枚あっ
た。金代に実用磁器を主に，普通北方の口雷
で造った皿，茶碗，瓶などがあった。遼代の
漢人の墓の中に北方民族の特徴があった鳩腿
缶，長頚瓶等があまり見られない。陶器は金
代の漢人の墓の中によく見られた。随葬品の
陳設は皆墓室の全部の壁の下に置いた。たま
に両側或いは一側に置いた。金代に一部分随
葬品を棺桶の床前に陳設した現象があった。
遼金時代に東北各地が多く中，小官僚地主の
墓葬を出土したので，比較的に全面的にこの
階層の葬俗を掲示できた。本文の字数の制限
を受け，詳しく述べることができない。全面
的に見れば，大体次の幾つかの特徴がある。1．
王朝の葬制によって，墓葬の規模を作る。2．
北方の民族に支配され，支配の民族の部分の
葬俗をうけざるを得ない。3．仏教を信じて
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いたから，生死観の変化が生じるようにした。
それで，伝統葬俗の変化になった。この三点
は遼金時代の東北の中，小官僚地主の葬俗の
著しい地方特徴になった。
　　　　　　三．庶民の葬俗
　遼の中期，晩期から金代に至るまでの間，
仏教は庶民の中に広がっていた。この社会現
象は直接に漢族の庶民の葬俗の中に表れてい
る。遼の前期の漢族の庶民はまだ土葬を主に
しているのに対し，遼の中期，晩期及び金代
になると，火葬が盛んになった。しかし，完
全に土葬がなくなったわけではなかっれ遼
の中期，晩期牟ら，金代に至る庶民の墓葬は
大きい変化がなく，その差がほとんどないか
ら，はっきりとして証拠のないそれらの庶民
の墓は，現代人にはどれが遼代のものか，金
代のものか区別がなかなか難しい。上に見た
遼墓資料ではその典型とともに，豊富さを見
ることができた。そして，遼，金時代の基本
の状況を説明できたと思われる。
　漢族の庶民の墓葬は土葬にしても，火葬に
しても，その形と造り方は皆簡単なものであっ
た。主なものとして，土坑墓，小型の煉瓦室墓，
石棺墓，翁棺墓がある。
　土葬は一般的に土坑墓であり，時に石棺墓
が見られる。墓の方向は南北のほうが多く，
東西の方向は少ない。遼陽三道壕遼墓は東西
の方向の土坑墓であった。墓の中には一つの
木棺が置かれ，長さ2メートル，幅O．8メート
ル，高さ0．15メートルのものであった。本棺
の中には一人の女性の骨が頭を西にして，発
見された。もし，墓が甫北の方向である場合，
骨は一般的に頭が北にされている。
　火葬の墓の規模が小さい。普通長方形であ
り，墓の長さが1．30－O．50メートルの問に，幅
と高さが1．00－0．30メートルほどである。墓は
煉瓦で造り，小型の煉瓦室の墓である。煉瓦
室の墓の規格は葬具と同じであり，また，煉
瓦で造った葬具と目された。その為に，骨灰
を直接に墓室（棺具）の申に埋蔵した例がある。
骨灰を木造の箱の中に入れ，墓室に埋蔵した
こともある。例えば，北票柳条溝遼墓は甫北
の方向をとり，四壁は青い色の長方形の煉瓦
を縦に造られている。墓室の長さは1．25メー
トルであり，幅O．74メートルであり，高さが
O．43メートルであった。墓室の真ん中に骨灰
があり，その中に鉄釘を混ぜたので，この骨
灰が元々木造の箱に入っていたことを推定で．
きた。（図8）⑳このような墓は小さくて，簡
単であった。四壁に唯八つの煉瓦で縦に造り，
床に四，五個の煉瓦で敷き，上に木板で覆い，
鉄釘で閉じられた。⑳墓坑内に石棺を置いた。
棺は方形の箱の形になり，中に骨灰を置いた。
石工が粗末で，紋と文字がなかった。
　一番簡単なのは釜棺葬であった。例えば，
吉林省四平市虫王廟の墓葬は土坑の辺りは
はっきり分からなく，釜棺は一つの陶缶であ
り，上に陶鉢を覆い，缶内に半分骨灰を載せ
られていた。これは貧しい庶民或いは奴隷の
墓葬であろう⑳。
　東北の漢族の庶民の葬儀は一般的に葬具を
使う。例えば，上に述べたように，木棺，石棺，
翁棺，煉瓦棺などがある。その地位が低いので，
墓が小さくて，簡単だけではなく，棺具が粗
末で，随葬品も極めて少ない。普通二，三点
の陶器であったり，主に缶や壷であったり，一，
二点の粗末な磁器の場合もある。土葬は随葬
品を頭のあたりに置いた。火葬も墓室或いは
日棺室の北部に置いた。このほかに，よく見
られた随葬品は貨幣であり，少ないのが何枚
あり，多いのが二，三十枚ある。北宋の貨幣
がよく見られた。吉林省梨樹県偏瞼城遼金石
棺内で発見された女の埋蔵者の場合は口に一
枚の銅銭，左手に一枚の銅銭を握っているが，
両方北宋の「禅符通宝」であった。土葬者の
葬服は帯だけが発見された。男性の場合は鉄
刀を多く持っているのに対し，女性の場合は
銅のイヤリング，頭替，指輸等多くつけており，
たまに鉄刀，短い刀をつけた例が見られた。
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　以上のことは遼金の漢族の庶民は北方民族
に支配下にあり，地位が低く，生活が貧しく，
墓葬も非常に簡単であったことを物語ってい
る。葬俗の中に深い仏教の色彩を普遍に持ち，
これらは来世に希望をしたことを表現してい
る。いまだに漢族の庶民が北方民族の葬俗の
典型の現象を発見できない。しかしながら，
女性の随葬として鉄刀のあった現象は漢人が
日常の衣，食の生活の中に既にある程度に北
方民族の習俗を受け取っていることを見て取
ることができる。
　　　　　四．漢民族の葬祭儀礼
　死後遺体を郷里に戻して埋蔵するというこ
とは漢族が伝承した千年の古い習俗である。
歴代，東北に移った漢民族は河北，山東，山
西出身の者が多いが，河南，陳西，江甫出身
の者もいた。彼らは長く東北に住んだので，
やがて生存していたところを埋蔵の地とする
ようになった。遼，金時代において，両宋の
戦死者の中に大勢の漢民族が東北の地に埋蔵
された。庶民たちは貧しいので，原籍に帰に
埋蔵資力がなかった。遼，金の漢の官僚は南
北王朝の対立と政治の原因によって，東北地
区に勤めたのであるが，多くの場合，東北地
区に埋蔵された。そして，その子孫はそこを
祖先の墓と考えるようになった。文献の記述
と考古学上の発見により，東北地方に多くの
漢民族が家族で埋蔵されていることが明らか
となった。遼寧朝陽市劉氏家族墓地は合わせ
て六つ発見された。遼左饒衛将軍劉承嗣「応
歴17年（967年）10月20日，死於燕京私弟」，
保寧2年に至って，（970年）「於覇州西原十五
里楊氏夫人合葬焉。礼也」。子劉宇傑は遼左千
牛衛将軍であった。統和18年（1000年）5月
16日死於奉聖州温湯之右」，「即返於故立，其
年10月27日帰葬於覇州」，「附先太保之墳，礼
也」。孫劉日泳は遼宿州の刺史であった。「以
重煕15年（1046）7月17日，興中府南和州私宅，
至当年10月12日，葬於府西南墳岳之際，附先螢，
礼也」。三人の墓誌は別々にM1，M4，M3
から出土した。漢民族の伝統的習俗⑮にした
がい，子供や孫は死んだあと，祖父や父の墓
地に附葬され，夫婦は同じの墓に埋蔵された
と考えられる。『全遼文．趨醜墓誌銘』の記載
によると，夫と正妻及び側室の合葬も礼法に
あうそうである。
　東北各地から出土した遼金の漢民族の墓誌，
題記の記載によると，葬祭は普通長男が主催
し，⑳子供と孫のいない場合，妻が主催する。
⑳もし成年の前に死んだら，父が主催し，も
し父が既に死んでしまったら，母が主催する。
⑳主催者は即ち「護主」である。子孫或いは
親戚中に礼が分かり，よく勤勉者を一人選ん
で，葬儀の中の具体的な事務を担当させた。
その人は「護喪」と呼ばれた。例えば，遼知
臨海軍節度使趨匡萬が死んだ後，第十子超為
航は擁喪として，「以鳥占告吉」，墓誌銘を造っ
てもらった。趨為航は保静軍の節度使を勤め，
諸子の中に，官品が高く，高い才能で職を勤
めたからであった。死んだ後，彼は棺桶を造り，
風水師を見てもらい，葬日を選んだ。選んだ
所で墓を造り，埋蔵の日に選ばれた日を基準
とした。前に述べた遼代趨氏家族墓地出土の
墓誌銘の記事によると，何日埋蔵した者がい
た；「以葬未通，権零於宅」④，等数月，一年，
数年の後に，埋蔵できた者もいた。埋蔵の日
まで，「冠差傾都，縄黄塞路」④，「丹旅冷空，
冷栢舟而斯往，一□百口，具在道途」である。
⑫使われた旗みたいものは官位の高低によっ
て，区別ができる。棺桶を墓地に移し，埋蔵，
覆土等の時には葬儀を行うことが予測できる。
歴史の記載がないので，いまだにまだはっき
り分からない。
　　　　　　　　五．結論
　先に，遼金東北漢人墓葬出土の墓誌に記載
された墓の主人の身分，官位，墓葬の規模の
対比によると，官位が高ければ高いほど，墓
葬の規模の大きいのが分かった。同時代の漢
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人の墓葬は契丹人の墓葬と比べると，地位の
同じの人の墓葬は大体同じである。その為に，
遼金時代，王朝の葬儀の制度の規定に従い，
漢人は他の民族と同じであり，異なる等級，
規模の墓制度になった。遼金の墓制度は唐代
の制度を継承して，形成したので，漢族の伝
統の墓制度を主にした風格を表現した。
　次に，漢人の墓葬の中に，葬が棺桶を使わず，
壁絵，棺具，飾り物の中に，少数民族と漢民
族が胡衣を着た姿などから見れば，多民族が
雑居の東北地区に，漢人の生活は既に部分的
に少数民族化した。異民族の風俗は日常の衣，
食，住の方面に表現しただけではなく，既に
人生儀礼葬俗の中に溶け混んでいた。　最後
に，東北漢民族の火葬は益々盛んになるし，
地位が低ければ低いほど流行っていた。一方
宗教信仰は葬俗の中の影響を表現した。もう
一方漢民族は遼金王朝に地位が低く，生活が
貧しく，彼らが希望を来世に期待しかできな
かったことをも表現した。
　何れにせよ，遼，金時代，東北漢民族は地
方の特徴を持った葬俗化に形成した。これは
他の民族葬俗と比べると，差異があったが，
共通点は主である。ある文字がない出土，又
はっきり民族的特徴がない墓葬に対し，いっ
たい漢民族の墓葬であるのか，それとも，少
数民族の墓葬であるのか，分からない。明代
に至って，東北の漢民族は少数民族を持った
特徴の葬俗を捨てて，漢族伝統習俗を回復し
ていた。
　　　（翻訳周美華，文字整理　原秀成）
　　　　　　　　　注
（1）「義県四道盆子遼梁援墓」『遼金契丹女
　　真史研究動態』！988年2期
　　　『考古』1987年2期
（2）「赤峰県大営子遼墓発掘報告」『考古学報』
　　1956年3期
（3）『全遼文』巻5「王説墓誌銘」
（4）『全遼文』巻6「韓楠墓誌銘」
（5）「北京南郊趨徳釣墓」『考古』1962年5
　　期
（6）「遼寧朝陽市遼劉承嗣族墓」
（7）「藩陽柳条湖遼代石棺墓」
（8）「遼中京西城外的古墓葬」『文物』1961
　　年9期
（9）「内蒙古寧城遼劉中挙墓」『文物』1982
　　年3期
（10）「遼寧朝陽金代壁画墓」『考古』1962年
　　4期
（11）「錦西大臣卜鋪遼金時代画家象石墓」『考古』
　　1960年2期
（12）「鉄蛉県前下塔子金墓」『遼海文物学刊』
　　1988年2期
（13）『孝経』
（14）　注（8）の文献と同じ
（15）「遼陽隆昌両座遼金墓」『遼海文物学刊』
　　1986年2期
（16）「昭烏達盟遼尚暁符墓清理簡報」『文物』
　　1961年9期
（17）　注（9）の文献と同じ
（18）　注（15）の文献と同じ
（19）「遼寧遼陽県金廠遼画像石墓」『文物』
　　1960年2期
（20）「遼寧朝陽趨氏族墓」『文物』1983年9
　　期
（21）　注（10）の文献と同じ
（22）　注（7）の文献と同じ
（23）『全遼文』巻8
（24）『全遼文』巻10「劉慶為出家男智広特建
　　憧塔記」
（25）『全遼文』巻10「師哲為父造瞳記」
（26）注（8）の文献と同じ
（27）　注（16）の文献と同じ
（28）　注（15）の文献と同じ
（29）「遼陽三道壕遼墓」『遼寧文物』1981年
　　1期
（30）「北票柳条溝遼墓」『遼寧文物』1981年
　　1期
（31）　注（8）の文献と同じ
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（32）『四平文物誌．古墓葬』
（33）『梨樹県文物誌．古墓葬』
（34）　注（33）の文献と同じ
（35）　注（6）の文献と同じ
（36）「遼李進墓発掘報告」『文物参考資料』
　　1951年2巻9期
（37）『全遼文』巻6「李知順墓誌」
（38）『全遼文』巻6「耽知新墓誌」
（39）『全遼文』巻13「趨匡禺墓誌」
（40）『全遼文』巻6「韓相墓誌」
（41）『全遼文』巻6「宋匡世墓誌」
（42）　注（37）の文献と同じ
韓国民俗余滴
“江原道の民俗，，
　近年，韓国民俗学の一部では江原道を見なお
そうとする自省の声があるようだが，これは今
まで韓国の民俗学が稲作地帯や多島海，済州島
などの地域に偏っていたことへの反論なのであ
る。江原道はまず国内的には国土の形をなして
いる中枢の太白山脈が走りながら韓国の山の文
化の大きな柱といえる所を占めており，した
がって畑作文化を探る上でも肝要な地帯だと思
われていた。そして国外的には東海（日本でい
う日本海）を中心に日本や沿海州，北朝鮮など
との民俗文化の架橋の役割を果してきた地域な
のである。東北アジアの比較民俗の上で欠かせ
ない地域を今まで見のがしてきたわけである。
　韓国の民俗文化のなかでは脊髄のような太白
山脈（白頭山から南の智理山まで）が真正面に
間われたのは江原道民俗学会が発足して以来だ
といっても過言ではなかろう。南北分断によっ
て太白山脈の一部にすぎないが，江原道民俗学
会のメンバーは最初から民俗学は足でやるべき
だとする確信を持っており，今までそういう伝
統は守られている。これを基にした学会誌『江
原民俗学』が去年で第11輯まで刊行されるなど，
近頃になって特に注目の的である。また江民学
のメンバーでありながら江原大学の教授でもあ
る全義淑氏は1995年度『江原道民俗文化論』
（集文堂）を出したことがある。が，何よりも
うれしいことは国立民俗博物館から二年連続し
た『江原道山間地域の家屋と生活』（1994）と『江
原道市場民俗』（ユ995）であろう。ここで『江
原道民俗文化論』の目次を見てみると次のとお
りである。
I．
皿．
皿1．
江原道民俗一般論
1．自然環境　　　　　2．衣食住
3．歳時風俗　　　　　4．一生儀礼
5．民俗信仰　　　　　6．民俗遊戯
江原道民俗研究論文
1．東海岸漁村農漁祭の生生力象徴
2．江原道漁村と山村の民俗信仰比較
3．洪川八峯山堂山祭
4．江原道石塔と祭儀
5．江原道薬水信仰と説話
6．李遣説話と民衆心理
7．江原道浮来説話の構造と意味
江原道民俗調査報告
1．江原道東海岸漁村の民俗信仰
2．寧越地域の民俗信仰と説話
3．原州地域の民俗文化
4．横城ダム水没地域の民俗文化
5．江原道北部南北韓接境地域の民俗
　唯一民俗の方面だけの話しではないが，近頃
日本からはいわゆる環日本海という声が頻繁に
聞かれる。特に経済分野から目立つようだ。し
かし国ごとの民俗を持ち出す今日，江原道の重
要性が韓国民俗学の内部では日増しに高まって
いる。　　　　　　　　　　　　（片　茂永）
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